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【手続補正書】
【提出日】平成27年4月17日(2015.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　画像入力部２１は、撮像装置１から出力される画像（画像信号）を入力する。たとえば
、撮像装置１がＲＧＢベイヤ配列の色フィルタを備えたＣＣＤイメージセンサを用いる撮
像装置である場合、画像入力部２１には、例えば、Ｒ成分信号、Ｇ成分信号およびＢ成分
信号を含む画素信号列が入力される。画像入力部２１は、入力された画像信号を、必要に
応じて、所定の形式に変換し、変換した画像信号（変換されない場合は、無変換の画像信
号）を物体検出部２２に出力する。また、画像入力部２１は、入力された画像信号を、合
成部２３に出力する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　前記対称性評価部は、
　前記特徴量抽出画像上の画素値が０または正の値をとり、前記画像特徴量が大きい程、
大きな値をとるものとし、前記特徴量抽出画像上の画素値の取り得る最大値以上の所定の
値をＰｍａｘとし、
　前記特徴量抽出画像上の座標（ｉ，ｊ）の注目画素の画素値をＰｉとし、前記注目画素
から前記第１方向の一方向である第１探索方向にｋ画素（ｋは自然数）離れた画素の画素
値をＰｉ－ｋとし、前記注目画素から前記第１方向の前記第１探索方向と逆方向である第
２検索方向にｋ画素離れた画素の画素値をＰｉ＋ｋとし、
　前記対称性評価領域の第１方向の幅を２ｗ＋１とし、
　所定の閾値をＴｈとし、前記注目画素からの距離ｋについての重み付け関数をｃ（ｋ）
とするとき、
　前記対称性評価領域の第１方向の幅２ｗ＋１（ｗは自然数）を変化させながら、
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に基づいて、前記注目画素の前記対称性評価値を算出する、
　請求項１に記載の物体検出装置。
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